
緊急度検証基準　（各項目いずれかに該当すれば、それぞれの緊急度となる）

赤 緑

＜成人基準＞

呼吸≦10、≧40

SpO2 90％以下（酸素化ありの場合）

血圧≦90mmHg、≧200mmHg

心拍数≧150、≦50

ＪＣＳⅡ－３０以上、ＧＣＳ8点以下

体温≧40℃、≦35℃

＜小児基準＞

小児の呼吸・脈拍・体温に準拠する（救急現場ﾌﾟﾛﾄｺﾙ）
※10歳以上15歳以下の脈拍≧120
※10歳以上15歳以下の呼吸・体温は成人基準に準ずる
ＣＣＵ入院 ＨＣＵ入院

ＩＣＵ入院 一般病棟入院

死亡 高次医療機関へ同日転送

ＣＰＲ 胸腔穿刺 心電図モニタ・パルスオキシメーターなし、
除細動・カルディオバージョン ネブライザー かつ、酸素投与なし、かつ、輸液なし
緊急気管挿管 骨折部の牽引・固定 成人のモニター装着
外科的気道確保 湿布
人工呼吸 胃洗浄
心血管作動薬投与 内視鏡

経皮的冠動脈インターベンション 12誘導心電図

ＰＣＰＳ 動脈血液ガス分析

ＩＡＢＰ

ペーシング 輸液

血栓溶解療法 酸素投与

心嚢穿刺 創処置

内視鏡的止血術 創縫合

ＩＶＲ 内服以外

小児のモニター装着

くも膜下出血 急性冠症候群（疑い）

髄膜炎・脳炎 急性心筋梗塞（疑い）

急性冠症候群（疑い除く） 輸液 酸素
緊急
手術

内服以外
の薬剤

24時間
以内輸血

内視鏡 ABGs

心筋梗塞（疑い除く） 重篤なアシドーシス※ ○ ○ ○ ○ ○

心停止 急性呼吸不全※ ○ ○ ○

急性心不全 低血糖※ ○ ○ ○ ○

心タンポナーデ 脳梗塞・脳内出血※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肺血栓・塞栓症 COPD※ ○ ○ ○

急性大動脈解離 喘息※ ○ ○ ○

大量喀血 消化管出血※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

劇症肝炎 敗血症※ ○ ○ ○ ○

腹膜炎 不整脈※ ○ ○ ○ ○

消化管穿孔

糖尿病性の意識障害

黄以上

バ
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※上記表内の９診断名（病態名）は、右記処置等のいずれかが該当すれば「赤」とする

診
断
名

緊急手術（時間により判断）

24時間以内の緊急輸血

参考資料３



小児基準（バイタルサイン）

呼吸 以上、未満 以上、未満 以上、以下 より大きく、以下 より大きく、以下

赤 赤 黄 緑 黄 赤 赤

3ヶ月未満 ＜10 10～20 20～30 30～60 60～70 70～80 ＞80

3ヶ月以上、6ヶ月未満 ＜10 10～20 20～30 30～60 60～70 70～80 ＞80

6ヶ月以上、、1歳未満 ＜10 10～17 17～25 25～45 45～55 55～60 ＞60

1歳以上、3歳未満 ＜10 10～15 15～20 20～30 30～35 35～40 ＞40

3歳以上、6歳未満 ＜8 8～12 12～16 16～24 24～28 28～32 ＞32

6歳以上、10歳未満 ＜8 8～10 10～14 14～20 20～24 24～26 ＞26

10歳以上 ＜10 >=30

脈拍 以上、未満 以上、未満 以上、以下 より大きく、以下 より大きく、以下

赤 赤 黄 緑 黄 赤 赤

3ヶ月未満 ＜40 40～65 65～90 90～180 180～205 205～230 ＞230

3ヶ月以上、6ヶ月未満 ＜40 40～63 63～80 80～160 160～180 180～210 ＞210

6ヶ月以上、、1歳未満 ＜40 40～60 60～80 80～140 140～160 160～180 ＞180

1歳以上、3歳未満 ＜40 40～58 58～75 75～130 130～145 145～165 ＞165

3歳以上、6歳未満 ＜40 40～55 55～70 70～110 110～125 125～140 ＞140

6歳以上、10歳未満 ＜30 30～45 45～60 60～90 90～105 105～120 ＞120

10歳以上 ＜50 >=120

体温

以上 0 4ヶ月

未満 4ヶ月 16歳

30℃未満 赤 赤

30.0〜30.9 赤 赤

31.0〜31.9 赤 赤

32.0 赤 黄

32.1〜32.9 赤 黄

33.0〜33.9 赤 黄

34.0〜34.9 赤 黄

35.0〜35.9 赤 黄

36.0 黄

36.1〜36.9

37.0〜37.9

38.0

38.1〜38.9 赤

39.0〜39.9 赤

40℃以上 赤 赤
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